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ビルマの民族主義運動 (特に1930年代後半)にお
けるタキン党 (ドバマ一･アスイーアヨウン:我ら
ビルマ人協会)の役割は重要である｡にもかかわら
ず,本格的なモノグラフが今まで登場しなかったこ
とは意外なことであった｡今回,ビルマ人の視点か
ら同党の形成史を論じた力作が公刊されたことは,
このような背景を考えると大変意義深いことである
と言わねばならない｡
著者のキン･イー女史は,元ラングーン文理科大
(現ラングーン大)歴史学部の教官で,本書の内容
は当時女史が修士論文 (1970)としてまとめたもの
を下敷きにしている｡一級の一次資料を数多く使っ
ている本書は,クキン党の形成過程を1930年の結成
時から,同党が蹟極的に関わった ｢ビルマ暦130年
の数乱｣が展開される1938年 (実際は1939年前半)
までにわたって,クロノロジカルにまとめあげてい
